
受験シーズン真っ盛りとなりました。今年は、2016年に公立化し
た山口東京理科大学が県内初の6年制薬学部を新設し、定員120人
の募集を行いました。薬学部の「新設ラッシュ」は、08年の鈴鹿医
療科学大学と立命館大学を最後に止まっていましたので、10年ぶり。
第一報では、薬学部の倍率は15倍以上とのことです。薬学部が人
気なのは嬉しいですが、一方で薬学部の志願者が減っている大学の
話も聞きますので、どうにか上手く分散できないものかと思います。

また、今春から北海道薬科大学と北海道科学大学が統合され、科
学大に薬学部を設置します。同大学には保健医療学部（看護、理学
療法士など）があるので、薬学部設置によって医療教育の総合化を
目指すそうですが、こういった流れは今後のスタンダードになるので
はないでしょうか。

近年、薬学部だけでなく医療系学部・学科の「新設ラッシュ」が起
こっています。特に看護系の学部・学科は16年に6校、17年に12校、
今年も8校が新設。どうやら、高齢化に向けて医療のニーズが高まっ
ていることと、18歳人口が減少している今日において学生募集を考
えた場合、医療系が集まりやすいのでは？ という大学側の思いもあ
るようです。大学全体を見ると、岡山理科大学の獣医学部のほか、
今年は計30大学が学部・学科の新設を行っています。薬学部も今
以上に魅力的だと思ってもらえるよう、頑張っていきましょう。
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